
 

 

 

 

 

    

特定家畜伝染病に備え対策会議・防疫演習を開催 

特定家畜伝染病に備え、甲賀では 10 月 23 日に対策会議、30 日に防疫演習を開催

しました。会議では人員確保や集合場所の課題を関係機関と共有し、演習では防疫

対処時に使用する機材の使い方について実地訓練を行いました。 

 

 甲賀管内には県内の約 24％の養鶏農家が存在し、特定家畜伝染病の中でも鳥イ

ンフルエンザへの対策が最重要となっています。対策会議では、発生時の迅速な対

応のために人員規模が小さい甲賀では現地対策本部の関係各課や市等の協力が欠か

せず、県の動きや関係機関の役割分担を改めて確認しました。会議に出席した市や

警察等からは県からの情報提供のタイミングや連絡系統に関する質問が出され、速

やかに情報共有することを確認しました。 

 防疫演習では、滋賀県建設業協会甲賀支部と家畜保健衛生所に講師を依頼し、現

地対策本部員を対象に主要機材である投光器、発電機、動力噴霧器の使い方につい

て講習を行いました。演習には約 70 人が参加し、多くの本部員に実際に機材に触

ってもらいながら使い方を確認してもらう機会となりました。 

 来月は、今年度新たに問題点が見つかった集合場所について、人の動線を見直し

改めて設営演習を行う予定です。 

 万一の場合に備え、今後も課題点を１つ１つ改善していき、より充実した防疫体

制を目指していきます。 
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